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4.2  側溝関連 

   4.2.1  南街･桜が丘地域の測定全体図 

       図３によります。 

尚詳細に測定結果を示す全体図は、別途配布の地図を参照して下さい。 

東大和市第二小学校の全学区及びオブザーバー参加の第一光ヶ丘自治会 

（東大和市第八小学校学区）を含めた全地域の道路側溝を測定致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図３ 

 

   4.2.2  測定結果； 

     (1)  測定値 

        詳細な測定値は付表B1～B8によります。又地図上の分布図は「付図１」により

ます。 

     (2)  測定ポイント 

        本防災協議会参加の２１団体の地域道路側溝１９７箇所をH23年11月８日より 

        H24年3月１４日に亘り測定致しました。 

     (3)  測定方法 

        測定は道路側溝のグレイチング上5cmの高さから実施しました。 

        グレイチングと側溝の底の汚泥からは殆どの場合５０ｃｍ以上の距離がありま

す。  

     (4)  測定結果総括 

        １９７箇所の測定値は殆どの地点で 0.1xxμSv／ｈの数字が計測されており、       

極端に高い放射線量を示す値のポイントは有りませんでした。 

     (5)  側溝の汚泥の放射線量 

        側溝のグレイチング上の放射線量は５ｃｍの高さで測定しましたが、側溝の汚泥
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は側溝の「汚泥溜まり」が満杯になった場合取り除く必要があります。 

        この為グレイチングを開け、汚泥から５ｃｍの高さで放射線量を測定した所、 

       下表の放射線量が計測されました。 

     

                  表１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ● 側溝とグレイチングはほぼ５０ｃｍの距離があります。 

       ● 殆どの底は水が溜まっておりました。 

       今回の測定で以下の事が判明しました。 

● 底に水がある場合；グレイチングと底との線量差はほぼ0.05μ／ｈです。 

● 底身水がない場合；グレイチングと底との線量差はほぼ0.100μ／ｈです 

       この測定結果により 水がある場合は0.05μSv／ｈ 

                 水がない場合は0.100μSv／ｈ 

        の差がある事が判明しました。 

 

この放射線量のレベルは除染基準値の０．２４μSv／ｈに近い値で、今後の降雨

次第で放射線量が高レベル化する事も想像され、今後「汚泥い溜まり」の清掃の際

にはこの汚泥処理を行政側は今から検討しておく必要があると思います。 

（場所によっては既に清掃を必要とされる側溝も散見されました） 

 

今回測定した地域のグレイチング上５cm での１９７箇所は前述の通り特段に高い

放射線量は計測されませんでしたが、側溝の底に溜まった汚泥に関しては底に水が溜

まっている為、殆どの箇所で汚泥そのものの放射線量を直接測定できませんでした。 

しかし測定の結果から上述の通り除染基準値の０．２４μSv／ｈに近い値である事

は認識しておくべきと考えます 
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4.3  各団体個別測定 

  4.3.1  東京ユニオンガーデン管理組合（H23年１１月２８日に測定） 

    4.3.1.1 東京ユニオンガーデン内の全体地図 

        図４によります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図４ 

  4.3.1.2  測定結果 

      各測定ポイントの詳細なデータは私有地の為、公表致しませんのでご承知置き 

下さい。この為以下に測定結果の主要点を報告いたします。 

     (1)  建物(3棟；１４階建)の測定 

        同上敷地３棟の建物の各階２１箇所を5cm及び１ｍの高さで測定した結果、 

         ● ５ｃｍ；０．０７７～０．０９４Ｓｖ／ｈ 

         ● １ｍ ；０．６１～０．０９４ｍＳｖ／ｈ 

        の数字が計測されました。 

         又一階と上位階では上位階の方が０．０１μSv／ｈ程度放射線量が低くなる 

傾向があります。 

 

     (2)  敷地内の測定 

        同敷地内５５箇所を5cmと1mの高さで測定した結果、 

        ● ５ｃｍ；０．０８７～０．１４２ｍＳｖ／ｈ 

        ● １ｍ ；０．７５～０．１０２ｍＳｖ／ｈ 

        の数字が計測されましたが、特に放射線量の高さの顕著な偏りは見られません 

でした。 
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 4.3.2  プラウド地区自治会（H24年１月１４日及び１５日に測定実施） 

    4.3.2.1  自治会全体図 

         図５によります。 

                          

                                          Ｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５ 

   4.3.2.2  測定結果 

        各測定ポイントの詳細なデータは私有地の為、公表致しませんのでご承知置き 

下さい。この為、以下に測定結果の主要点を報告致します。 

      (1)  道路側溝の測定 

         同上敷地内道路の側溝；３１箇所を５ｃｍ及び１ｍの高さで測定した結果、 

        それぞれの高さでの放射線量の値は 

        ● ５ｃｍ；０．０５９～０．１１２ｍＳｖ／ｈ 

        ● １ｍ ；０．０７２～０．１０６ｍＳｖ／ｈ 

         が計測されましたが、１８箇所の地点で 5cm より１ｍの高さの方が放射線量

が高く計測されました。これは測定時点で比較的北風が強かった事がその要因と

推定されます。 

 

      (2)  個人宅の浸透桝 

         この地域は各個人宅の雨水は各戸２個の浸透桝にて浸透させ外部には流失さ

せない構造となっておりますが、この浸透桝の内部５ｃｍの高さの放射線量は 

約0.5μSv／ｈの数値を示しておりました。 

 この為、個人宅のこの様な箇所の除染（浸透桝の目詰まりの場合）は今度の課

題になると思われます。 

  

  4.3.3  その他自治会で測定結果 

    4.3.3.1  加入団体での測定結果（場所は公表を控えさせて戴きます） 

  5cm の高さで雨樋の下で１０軒程測定の結果、６軒は 0.08μSv／ｈ以下でし

たが,４軒では下記の放射線量が測定されました。 

  ● 0.67μSv／ｈ（排水が溜まる様な環境です）；一箇所 

● 0.43μSv／ｈ ；２箇所 
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● 0.36μSv／ｈ ；２箇所 

● 0.25μSv／ｈ ；２箇所 

     4.3.3.2  当協議会地域外での測定結果（場所は公表を控えさせて戴きます） 

   狭山ヶ丘丘陵の南斜面側で10箇所以上測定しましたが、一件の個人宅の 

  雨樋の下で０．４３７μSv／ｈの線量が測定されました。 

 

  4.4  地方の測定結果 

     当該地域の他、地方も可能な限り測定して当該地域との放射線量の差を調査しました。  

   4.4.1 名古屋市内 

    (1)  測定結果 

       測定結果は付表C1によります。 

     (a)  愛知県名古屋市中区錦２丁目周辺；６箇所 

     (b)  愛知県名古屋市中区錦３丁目周辺 名古屋テレビ搭公園周辺；４箇所 

    (2)  コメント 

     (a)  錦２丁目測定結果（地表で測定） 

 測定結果放射線量は0.074μSv／ｈ～0.125μSv／ｈと計測されました。 

     (b)  錦３丁目測定結果（地表で測定） 

 測定結果放射線量は0.073μSv／ｈ～0.116μSv／ｈと計測されました。 

上記の通りの数値が計測された、地表面ではあるが、この数字は当該地区と 

ほぼ同一の数字であると言えます。 
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5． 東大和市全体の線量 

  5.1 東大和市の除染方針 

   5.1.1 内容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    5.1.2  検討 
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 (1)  計算例 

      (a)  年間１ｍSv／年⇒毎時；0.114μSv／ｈ 

         １mSv／年÷３６５日÷２４H＝0.000114mSv／ｈ＝0.114μSv／ｈ 

    

      (b)  0.19μSv／ｈの根拠（年間；１ｍSv／年となる計算式） 

        ◎ 基本条件；一日で、  

               ８H；野外にいる 

              １６H；屋内にいる（この場合の被爆線量は屋外の４割とする） 

        ◎  0.19μSv／ｈは年間での被爆量は 

           0.19μSv／ｈｘ２４Hx３６５日＝１．６６４mSv／年 

        ◎  これを屋内及び屋外で加重平均すると 

          屋外（８H） ；０．１６６４÷３      ＝０．５５５ｍSv／年 

          屋内（１６H）；０．１６６４÷３ｘ２ｘ０．４＝０．４４5 mSv／年 

                         ―――――――――――――――― 

                           合計      ；１mSv／年 

                           に換算出来る。 

 

        (2)   上記の換算式が東大和市に適用できるか？ 

        実際に当該地域で屋内と屋外の放射線量の差がどの程度あるのか調査した所、 

表２１の測定結果の通りその差は約６％程度の差であり、この為市のホームページ

上の「屋内の放射線量は屋外の６割減少する」と言うのは東大和市の南街・桜が丘

地域では適切な数字ではないかもしれません。 

但しこれはあくまでの南街地域での測定結果からの数字ですので、測定地域を 

東大和市全体広げて検証し、東大和市のホームページは日本としての一般的な 

係数(数字)で提示のみではなく、現時点で実測値に基づいた東大和市独自の数字を 

ホームページ上に公表する事も必要かもしれません。 

無論除染基準としての0.19μSv╱ｈの数字は重要ですが、実測値からの現実の 

数字も重要と思われます。 

仮に室内と屋外の放射線量の減少が６％として、上記の0.19μSv╱ｈの加重平均

放射線量は下記の通りとなります。（６％は今回の南街での実測値です） 

屋内(8H)；0.19ｘ８H＝  1.52μSｖ╱8H 

  屋外(16H)；0.19x0.94x16＝2.86μSv╱16H 

           ―――――――――――――― 

               4.38μSv╱日 

   4.38μSv／日ｘ365日＝１．５９８mSv／年 

となり、安全値の１ｍSv／年の数字よりかなり高くなります。但しこれはあくま

でも計算上の数字と理解して下さい。 

  

現実的に東大和市は福島原発近辺の放射線量から見れば低い値で日常生活の健

康被害はあまり心配ない数字ですが、行政側も今迄以上に地元住民の協力を得て 

東大和市全地域の放射線量を実測する方法の模索をして戴きたいと思います。 

 

       尚次ページ以降（２９～３１ページ）に室内と屋外の放射線量の差を０％～７０％

に変化させた場合の数字の変化をグラフ化してみました。 
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  (a)  年間放射線量の変化 

     表２０に屋外に対して室内の放射線量の減少を０％～７０％に変化させた場合の年間

放射線量の数字を示します。 

                   表２０ 
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(b)  時間当たりの放射線量の変化 

表２１に屋外に対して室内の放射線量の減少を0％～70％に変化させた時間当たりの 

放射線量の数字を示します。 

 

                  表２１ 
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(c)  南街・桜が丘地域の屋内の放射線量 

      表２２は南街・桜が丘地域のモデル家屋及び敷地内（屋外）での平成２３年７月～ 

２４年３月迄の測定数字です。     

  

             表２２ 
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 5.2  市内小中学校の除染状況 

    (1)  学校所在地図 

       図６に示す通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図６ 
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(2)  放射線量測定結果及び除染状況 

      下記報告がされております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               表２３ 
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                 表２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)  コメント 

    高放射線量は雨樋の下で殆ど計測されております。地域性はあまり顕著に表れておりませ

んが、狭山丘陵側（市の北側が比較的多いとも言えると思います） 

    汚染土壌は東大和市の除染方針に従い、各学校の敷地内で、埋設処置を行っているとの事

です。（各学校の敷地内で埋設しております） 


